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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め得ておいた、状態の異なる２種以上の皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域
の近赤外吸収スペクトルと、同皮膚の弾性との多変量解析の解析結果を指標として、
　被験試料である皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域の近赤外吸収スペクトルか
ら、該被験試料である皮膚の弾性を測定する、方法。
【請求項２】
　前記近赤外吸収スペクトルが、フーリエ変換近赤外吸収スペクトルであることを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記波長領域が、４３００～５０００ｃｍ-1、５０００～５５００ｃｍ-1、５５００～
６１００ｃｍ-1、及び６７００～７５００ｃｍ-1のいずれかである、請求項１又は２に記
載の方法。
【請求項４】
　予め得ておいた、状態の異なる２種以上の皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域
の近赤外吸収スペクトルと、真皮コラーゲン線維束構造の秩序のスコアとの多変量解析の
解析結果を指標として、
　被験試料である皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域の近赤外吸収スペクトルか
ら、該被験試料である真皮コラーゲン線維束構造の秩序のスコアを算出する、方法。
【請求項５】
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　前記近赤外吸収スペクトルが、フーリエ変換近赤外吸収スペクトルであることを特徴と
する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記波長領域が、４３００～５０００ｃｍ-1、５０００～５５００ｃｍ-1、５５００～
６１００ｃｍ-1、及び６７００～７５００ｃｍ-1のいずれかである、請求項４又は５に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚状態の鑑別法及び該鑑別法による鑑別結果を用いた皮膚状態のモニタリ
ング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　美しい皮膚でありたいと願うのは、女性のみならず万人が思うところであり、この為、
化粧料などを使用して皮膚の状態を好ましく保つ努力を多くの人がしていると言える。こ
の皮膚の状態は、個人個人により大きく異なるものであり、又、年を取るなどにつれ、弾
力を消失し、しわなどが増えてくるなど経時変化もする事項である。この様な変化は、皮
膚の生理変化を反映したものであり、皮膚を美しく保つためには、皮膚の状態を客観的に
、且つ、適切に知る必要があると言える。主観的には、皮膚の状態は、その人が見た目で
大凡判断されるが、例えば、今使用している化粧料が効果を奏しているか否か、或いは、
肌にあったものであるか否かなどの判断を、皮膚状態から適切に行うためには、皮膚状態
を定量化出来る程度に細かく判別する必要が存する。この様な必要性から、皮膚状態を客
観的に、且つ、適切に鑑別する手だての開発が試みられてきた。この様な試みとしては、
例えば、デジタルカメラなどで皮膚の様子を画像として取り込み、これの輝度分布などを
操作して数値の集合体に変換し、指標とする方法（例えば、特許文献１、特許文献２、特
許文献３を参照）などや角層細胞の形状から皮膚状態を推測する方法（例えば、特許文献
４、特許文献５を参照）などが、又、皮膚の粘弾特性については、皮膚を機械的につまみ
、これによる変形と戻りを数値化する方法（例えば、特許文献６を参照）などが存するが
、これらにおいては画像の取り込み、選択、解析などが全て人の手でバッチ処理する必要
があったり、顕微鏡標本の作成やその観察に経験や習熟を要するなどの障壁が存するため
、誰もが容易に行えるものとは言い難かった。或いは、被験者に負担を強いるものもあり
、これまで、シワや皮膚粘弾性については、判定基準を元に目視判定し、スコア化する方
法が最も一般的であることは否定出来ない。
【０００３】
　一方、近赤外スペクトルを用いた分析において、皮膚の近赤外スペクトルを測定して、
血中のグルコース量を定量する技術（例えば、特許文献７、特許文献８を参照）や皮膚の
近赤外スペクトルを測定して、水に由来するピークを抽出し、皮膚内の水分量を定量する
技術（例えば、特許文献９を参照）、皮膚の近赤外スペクトルより皮下脂肪量を定量する
方法（例えば、特許文献１０を参照）或いは創傷の複数のスペクトルチャンネル像から創
傷の重篤度を推定する方法に於いて、該複数のスペクトルチャンネル像の一つに近赤外ス
ペクトルのイメージ像を用いる方法（例えば特許文献１１を参照）などが存するが、皮膚
性状の鑑別法であって、予め状態の異なる２種以上の皮膚の近赤外吸収スペクトルを測定
し、前記近赤外吸収スペクトルと、皮膚性状の示性値とを多変量解析し、該分析結果を指
標として、これと試験試料である皮膚の近赤外吸収スペクトルとを比較し、該試験試料の
皮膚性状を鑑別する技術は全く知られていない。更に、主成分分析やＰＬＳ分析などの統
計解析法をスペクトル解析に応用することは既に知られていることであるが、（例えば、
特許文献１２、特許文献１３、特許文献１４を参照）極めて近似した化学物質構成の皮膚
という場所に於ける、シワ、或いは真皮コラーゲン線維束構造の秩序の程度など、形態的
変化を近赤外吸収スペクトルの統計学的分析から定量するような技術は全く知られていな
い。
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【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１４９０３号公報
【特許文献２】特開平１０－１２７５８５号公報
【特許文献３】特開２００３－２４３０６号公報
【特許文献４】特開２００１－１３１３８号公報
【特許文献５】特開平０９－３８０４５号公報
【特許文献６】再表０１／０５２７２４号公報
【特許文献７】特開２００３－１４４４２１号公報
【特許文献８】特開２００１－３７７４１号公報
【特許文献９】特開２００３－９０２９８号公報
【特許文献１０】特開２０００－１５５０９１号公報
【特許文献１１】特開２０００－１３９８４６号公報
【特許文献１２】特開２００２－３６９８１４号公報
【特許文献１３】特表平１１－５０２９３５号公報
【特許文献１４】特開平１１－１４２２４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、シワや皮膚弾性特性、真皮コラーゲン
線維束構造の秩序などの皮膚状態の鑑別において、誰もが容易にかかる鑑別を為しうる技
術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、かかる状況に鑑みて、シワや皮膚弾性特性、真皮コラーゲン線維束構造
の秩序などの皮膚状態の鑑別において、誰もが容易にかかる鑑別を為しうる技術を求めて
、鋭意研究努力を重ねた結果、皮膚性状の鑑別法であって、予め状態の異なる２種以上の
皮膚の近赤外吸収スペクトルを測定し、前記近赤外吸収スペクトルと、皮膚性状の示性値
とを多変量解析し、該分析結果を指標として、これと試験試料である皮膚の近赤外吸収ス
ペクトルとを比較することにより、前記試験試料の皮膚状態の鑑別が、再現良く、且つ、
鑑別者の属性によらず行えることを見出し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は
以下に示す技術に関するものである。
（１）予め得ておいた、状態の異なる２種以上の皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長
領域の近赤外吸収スペクトルと、同皮膚の弾性との多変量解析の解析結果を指標として、
　被験試料である皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域の近赤外吸収スペクトルか
ら、該被験試料である皮膚の弾性を測定する、方法。
（２）前記近赤外吸収スペクトルが、フーリエ変換近赤外吸収スペクトルであることを特
徴とする、（１）に記載の方法。
（３）前記波長領域が、４３００～５０００ｃｍ-1、５０００～５５００ｃｍ-1、５５０
０～６１００ｃｍ-1、及び６７００～７５００ｃｍ-1のいずれかである、（１）又は（２
）に記載の方法。
（４）予め得ておいた、状態の異なる２種以上の皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長
領域の近赤外吸収スペクトルと、真皮コラーゲン線維束構造の秩序のスコアとの多変量解
析の解析結果を指標として、
　被験試料である皮膚の４２００～８０００ｃｍ-1の波長領域の近赤外吸収スペクトルか
ら、該被験試料である真皮コラーゲン線維束構造の秩序のスコアを算出する、方法。
（５）前記近赤外吸収スペクトルが、フーリエ変換近赤外吸収スペクトルであることを特
徴とする、（４）に記載の方法。
（６）前記波長領域が、４３００～５０００ｃｍ-1、５０００～５５００ｃｍ-1、５５０
０～６１００ｃｍ-1、及び６７００～７５００ｃｍ-1のいずれかである、（４）又は（５
）に記載の方法。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、シワや皮膚弾性特性、真皮コラーゲン線維束構造の秩序などの皮膚状
態の鑑別において、誰もが容易にかかる鑑別を為しうる技術を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の鑑別法は、皮膚の状態の鑑別法であって、予め状態の異なる２種以上の状態の
皮膚の近赤外吸収スペクトルを測定し、前記近赤外吸収スペクトルと状態の示性値とを多
変量解析により分析し、該分析結果と試験試料の近赤外吸収スペクトルとを比較し、試験
試料の状態を推定し、これを指標とすることを特徴とする。かかる指標、或いは鑑別に用
いる近赤外吸収スペクトルは通常の回折格子を用いた分散型のものによるスペクトル、ダ
イオードアレーを用いた装置によるスペクトル、更にこれらをフーリエ変換したスペクト
ル、検出されたインターフェログラムをフーリエ変換したスペクトルの何れもが使用可能
である。更に好ましいものは、分散型の装置によるスペクトルを更にフーリエ変換したも
の等が例示できる。特に好ましいものは、フーリエ変換をしたスペクトルを用いることで
ある。ここで、多変量解析（統計化学的処理）であるが、多変量解析とは、分光データな
どの化学的な特性と物性などの特性値との関係を計量学的な処理によって関係づけ、解析
する手法であり、重回帰分析或いは主成分分析などが知られている。この内、重回帰分析
としてはＰＬＳ分析が好適に例示できる。このＰＬＳ分析であるが、この分析法は特定の
試料に於ける波長などの連続的な因子の変化に対して、吸光度などの変数の出現する分光
スペクトルパターンと当該試料のある示性値の間の関係を分析する場合において、各示性
値と因子ごとの変数の変化を分析する手技として確立されているものである。又、主成分
分析は、同様な分析において、変動に寄与する第一主成分を分析し、しかる後この第一主
成分軸に対して直交する第二主成分軸を分析し、この２つの主成分軸がつくる座標におけ
るパターン変化で物性を比較、推定する方法である。この様なＰＬＳ分析或いは主成分分
析と言った、多変量解析は、市販されているソフトウェアを使用して行うことができる。
このような多変量解析用のソフトウェアとしては、例えば、ＧＬサイエンス社より販売さ
れている、ピロエット（ＰＩＲＯＵＥＴＴ）、サイバネットシステム社より販売されてい
る、マットラボ（ＭＡＴＬＡＢ）横川電気株式会社より販売されている、アンスクランブ
ラーＩＩ（ＵｎｓｃｒａｎｂｌｅｒＩＩ）、セパノヴァ（ＳＥＰＡＮＯＶＡ）社より販売
されているシムカ（ＳＩＭＣＡ）等のソフトウェアが例示できる。又、これらに加えてシ
ムカ（ＳＩＭＣＡ）と言われるアルゴリズムを加えることができる。かかるアルゴリズム
は前記ソフトウェア中に組み込まれている場合が多く、主成分分析の表示に有用である。
これらのソフトウェアを利用して、近赤外吸収スペクトルを解析し、その結果を本発明の
鑑別法で用いる場合、大凡の処理ステップは次に示す手順による。この時、使用するフー
リエ変換近赤外吸収スペクトルは測定して得られた原スペクトルでも良いし、前記原スペ
クトルをデータ加工したものでも良い。データ加工の方法としては、例えば、一次微分値
、二次微分値、三次微分値などの多次微分値や平滑化（Smoothing）、ノーマライズ（Nor
malize）、MSC（Multiplicative Scatter Correction）、SNV（Standard Normal Variate
）、平均化（Mean-Center）、オートスケール（Autoscale）などが好ましく例示できる。
この内、好ましいものは原スペクトル或いはその二次微分値である。かくして、分析する
と皮膚の状態を表す示性値と皮膚のフーリエ変換近赤外吸収スペクトルの間には良好な相
関関係がある。
【０００９】
　一方、皮膚の状態としては、通常化粧料や皮膚科学の分野で使用されている因子を用い
ることが出来る。この様な因子としては、例えば、シワ、肌荒れ、かさつき、のっぺり感
等の表面形態的な因子、皮膚の弾性、はり等の皮膚粘弾特性、真皮コラーゲン線維束構造
の秩序、角層構造等の皮膚構造特性、経皮的水分散逸量（ＴＥＷＬ）、脂質代謝量等の生
理学的特性等が好適に例示出来る。これらの内、好ましいものは、「定量化が困難な評価
技術、或いは、手技習熟に手間がかかる技術が、客観的、且つ、容易に定量化できる」と
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言う、効果の高い、シワの程度、皮膚粘弾性、真皮コラーゲン線維束構造の秩序度合いが
特に好ましく例示出来る。シワの程度は、レプリカを撮像ユニットを用いてコンピュータ
ーにより画像処理し、数値化して用いることが出来る。値としては，シワ面積比率やシワ
体積比率が求められる。真皮コラーゲン線維束構造の秩序は、専門家の目視による判定、
例えばスコア値などを用いることが出来るし、皮膚粘弾性は、「キュートメータ」と称さ
れる測定機器を用いて、皮膚を吸引し、該吸引によって皮膚の変形する程度、該変形が元
に戻る程度を数値化して用いることが出来る。又、更に正確に測定するには前記特許文献
６に記載されている「レジリオメータ」と称される測定機器で、皮膚変形特性の代表値を
使用することも出来る。真皮コラーゲン線維束構造に関しては、人より採取した皮膚の電
子顕微鏡像をスコア化した値や、動物に長期間紫外線を照射し、人為的に真皮コラーゲン
線維束構造を崩し、この電子顕微鏡観察像からの目視判定を用いることも出来る。
【００１０】
　本発明の鑑別法で使用されるフーリエ変換近赤外吸収スペクトルとしては、４０００～
８０００ｃｍ－１の内の少なくとも４００ｃｍ－１が好ましい波長領域であり、特に好ま
しい波長領域では４３００～５０００ｃｍ－１、５０００～５５００ｃｍ－１、５５００
～６１００ｃｍ－１、６７００～７５００ｃｍ－１である。これは、この波長領域に於け
るスペクトルが皮膚の状態の示性値を良く反映しているからである。この範囲の近赤外吸
収スペクトルは皮膚内の蛋白質の存在状態とその挙動を的確に捉えていることもその一因
と考えられる。
【００１１】
　かくして、測定された近赤外吸収スペクトルは、好ましくはフーリエ変換された後、前
記皮膚状態の示性値とともに統計化学的分析にかけられ、その因果関係を数量化される。
この数量関係と試験試料のスペクトルの対比より、試験試料の皮膚状態が鑑別される。こ
れらの具体的手順を下記に示す。
【００１２】
ＰＬＳ分析の場合
（１）皮膚の分散型或いはダイオードアレイタイプの近赤外吸収スペクトル或いはそれら
のフーリエ変換スペクトルやフーリエ変換スペクトルを所望により、二次微分等データ加
工を行い、波長と近赤外吸収スペクトル乃至はその加工データとの行列を作成する。
（２）前記行列と示性値との行列を作成し、示性値の動きに対して、動きの大きい近赤外
吸収スペクトル乃至はその加工データを抽出し、その波長を特定する。（３）抽出した近
赤外吸収スペクトル乃至はその加工データと示性値より検量線を作成する。同時に、示性
値ごとに検量線上へのプロットを作成しておく。
（４）試験試料のフーリエ変換近赤外吸収スペクトルを測定し、所望により二次微分等の
データ加工する。
（５）（４）のデータより（２）で特定された波長のデータを抽出する。
（６）（５）で抽出されたデータを検量線上への写像を作成する。或いは、データを検量
線上へプロットする。
（７）（３）の示性値ごとのプロットと（５）の写像乃至はプロットとを比較し、試料の
示性値を推測する。
尚、（２）以下の作業はコンピューターソフトウェアを利用することにより行うことがで
きる。
【００１３】
主成分分析の場合
（１）皮膚の分散型或いはダイオードアレイタイプの近赤外吸収スペクトル或いはそれら
のフーリエ変換スペクトルやフーリエ変換スペクトルを所望により、二次微分等データ加
工を行い、波長と近赤外吸収スペクトル乃至はその加工データとの行列を作成する。
（２）前記行列について主成分分析を行い、第一主成分軸を作成する。
（３）第一主成分と直交する第二主成分軸を作成する。
（４）第一主成分軸と第二主成分軸が作る平面上に（１）のスペクトルの第一主成分と第
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二主成分が作る点をプロットする。
（５）所望によりシムカなどのアルゴリズムを用いてグルーピングを行う。
（６）（１）と同様に試験試料の近赤外スペクトルを測定し、（４）と同様のプロットを
行う。
（７）（４）のプロット乃至は（５）のグルーピングを指標に試験試料の鑑別を行う。
【００１４】
本発明の鑑別法は、化粧料の選択或いはエステティックなどのコースの選択のために、皮
膚状態をグループ分けし、皮膚状態に適した化粧料或いはエステティックコースを選別す
るのに使用することも出来るし、化粧料による処置、或いは、エステティックによる処置
の効果を、経時的に皮膚状態を鑑別し、その変化をトレースして、皮膚状態のモニタリン
グに使用することも出来る。或いは、皮膚内部状態を鑑別し，表面形態への将来的な影響
を予知し、
皮膚内部状態に適した化粧料或いはエステティックコースを選別するのに使用することも
出来る。
【実施例】
【００１５】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【００１６】
＜参考例＞
　モデル動物の作成
　図４２に示すスケジュールに従って、ヘアレスマウス（雌性、５週齢）の背部に、１日
１回、１週３回５４～１０８ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を、徐々に照射エネルギー量を増やし
ながら、２～１０週間連続照射し、群毎にその程度の異なる、光老化を皮膚に起こさせ、
これをモデル動物とした。
【００１７】
＜実施例１＞
参考例の動物の背部のフーリエ変換近赤外吸収スペクトルを測定した。その後、キュート
メータで皮膚の弾性の測定を、及び、目視で真皮コラーゲン線維束構造の秩序の判定を行
った。キュートメタでは、これにより描かれる曲線のＵｒ＊で表されるパラメータ（図１
を参照）を用いた。真皮コラーゲン線維束構造の秩序は、この測定が済んだ後、動物より
、皮膚を採取し、標本を作製し、電子顕微鏡下、次に示す基準に従ってスコアリングし評
価、判定した。スコア３：視野全体に堅牢な真皮コラーゲン繊維を認める、スコア２：堅
牢な真皮コラーゲン繊維を視野の半分以上に認める。僅かに繊維束構造が崩れているのを
認める、スコア１：僅かに堅牢な真皮コラーゲン繊維を認める。顕微鏡下繊維束構造は認
められない、スコア０：堅牢な真皮コラーゲン繊維は全く観察されないの基準である。ま
た、表皮の厚さを計測した。表皮に於けるシワの体積率は、動物背部からレプリカをとり
、そのレプリカを撮像ユニットを用いてコンピューターにより画像処理し、数値化して用
いた。これらの数値と近赤外吸収スペクトルとを用いて、ＰＬＳ分析をアンスクランブラ
ーＩＩを用いて行いＰＬＳ分析により検量線を作成した。検量線は図２、４、６、８、１
０、１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４、２６、２８、３０、３２、３４、３６
、３８、４０に示す。これより、近赤外吸収スペクトルと皮膚状態の示性値の間には、極
めて良好な相関関係が存することが判る。更に、アンスクランブラーＩＩを用いて、これ
らの主成分分析を行った。結果を図３、５、７、９、１１、１３、１５、１７、１９、２
１、２３、２５、２７、２９、３１、３３、３５、３７、３９、４１に示す。これより、
示性値毎にプロットがまとまりグループを形成していることが判る。このグループの属性
が何であるかが判っていれば、近赤外吸収スペクトルより、その試験試料の属性が明らか
になることが判る。又、本発明の鑑別法では、複数の示性値に鑑別が瞬時に行えるメリッ
トが存することも明白に判る。
近赤外分光分析装置：ＶＥＣＴＥＲ　２２／Ｎ（ブルカー・オプティクス）
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レプリカ撮像ユニット：ＡＳＡ－０３Ｒ－Ｕ
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明は、被験者に負担を殆どかけずに、非侵襲的に皮膚の内部構造まで鑑別出来るの
で、苦痛無く適切な化粧料を選ぶための皮膚データを提供することが出来、化粧料販売支
援カウンセリングツールに利用出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】キュートメータのＵｒ＊で表されるパラメータを示す図である。
【図２】実施例１のシワ体積とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４３００～
５０００ｃｍ－１）
【図３】実施例１のシワ体積とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長４
３００～５０００ｃｍ－１）
【図４】実施例１のシワ体積とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５０００～
５５００ｃｍ－１）
【図５】実施例１のシワ体積とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
０００～５５００ｃｍ－１）
【図６】実施例１のシワ体積とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５５００～
６１００ｃｍ－１）
【図７】実施例１のシワ体積とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
５００～６１００ｃｍ－１）
【図８】実施例１のシワ体積とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長６７００～
７５００ｃｍ－１）
【図９】実施例１のシワ体積とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長６
７００～７５００ｃｍ－１）
【図１０】実施例１のシワ体積とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４２００
～８０００ｃｍ－１）
【図１１】実施例１のシワ体積とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長
４２００～８０００ｃｍ－１）
【図１２】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４３００～
５０００ｃｍ－１）
【図１３】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長４
３００～５０００ｃｍ－１）
【図１４】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５０００～
５５００ｃｍ－１）
【図１５】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
０００～５５００ｃｍ－１）
【図１６】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５５００～
６１００ｃｍ－１）
【図１７】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
５００～６１００ｃｍ－１）
【図１８】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長６７００～
７５００ｃｍ－１）
【図１９】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長６
７００～７５００ｃｍ－１）
【図２０】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４２００～
８０００ｃｍ－１）
【図２１】実施例１のＵｒ＊とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長４
２００～８０００ｃｍ－１）
【図２２】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの相関関係を示
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【図２３】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの主成分分析の
結果を示す図である。（波長４３００～５０００ｃｍ－１）
【図２４】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの相関関係を示
す図である。（波長５０００～５５００ｃｍ－１）
【図２５】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの主成分分析の
結果を示す図である。（波長５０００～５５００ｃｍ－１）
【図２６】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの相関関係を示
す図である。（波長５５００～６１００ｃｍ－１）
【図２７】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの主成分分析の
結果を示す図である。（波長５５００～６１００ｃｍ－１）
【図２８】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの相関関係を示
す図である。（波長６７００～７５００ｃｍ－１）
【図２９】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの主成分分析の
結果を示す図である。（波長６７００～７５００ｃｍ－１）
【図３０】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの相関関係を示
す図である。（波長４２００～８０００ｃｍ－１）
【図３１】実施例１の真皮コラーゲン線維束の秩序のスコアとスペクトルの主成分分析の
結果を示す図である。（波長４２００～８０００ｃｍ－１）
【図３２】実施例１の皮膚厚とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４３００～
５０００ｃｍ－１）
【図３３】実施例１の皮膚厚とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長４
３００～５０００ｃｍ－１）
【図３４】実施例１の皮膚厚とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５０００～
５５００ｃｍ－１）
【図３５】実施例１の皮膚厚とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
０００～５５００ｃｍ－１）
【図３６】実施例１の皮膚厚とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長５５００～
６１００ｃｍ－１）
【図３７】実施例１の皮膚厚とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長５
５００～６１００ｃｍ－１）
【図３８】実施例１の皮膚厚とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長６７００～
７５００ｃｍ－１）
【図３９】実施例１の皮膚厚とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長６
７００～７５００ｃｍ－１）
【図４０】実施例１の皮膚厚とスペクトルの相関関係を示す図である。（波長４２００～
８０００ｃｍ－１）
【図４１】実施例１の皮膚厚とスペクトルの主成分分析の結果を示す図である。（波長４
２００～８０００ｃｍ－１）
【図４２】参考例の光老化動物モデルの作成スケジュールを記載した図面である。
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